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平成 2年度会長 千川純一

4年前に誕生した放射光学会はベンチャービジネスです。新しいことをやる研究もベンチャービジネス

ではないでしょうか。日本経済新鶴(平成 3年 3 月 3 日， 日曜日)の「丁々発止」のページに，京セラ，

第二電々などを創業された稲盛和夫氏と経済小説家の城山三郎氏の対談「ベンチャー精神どこへJ が連載

されていました。 í ビジネスJ を「研究J に， í経営者J を「研究指導者J に置き換えて読んでみると，

とても面白く有益でした。

ベンチャービジネスの成杏は経営者の能力に大きく依存しており，城山三郎氏によると，探検家，戦

士，判事，芸術家の四つの性格を兼ね備えているのが経営者の理想像で，二人の経営者のコンビで成功し

た例も多いようです。

探検家が追究するものは「真理」であり，戦士は悪と戦い f善J を実行するもので，芸術家はもちろん

「美j を追究し，物事を裁くにあたっての判事の心は「愛j が基本と言えましょう。つまり四つの性格の

こころは真，善，美，愛なのではないでしょうか。

会長は学会の経営責任者ですが，私はこの間つの性格のどれも欠落していて失格です。でも，五人の幹

事の方々は， これらの性格をそなえておられ，何とか一年間の任期を終わることができました。そこで幹

事の皆さんの特に優れたご性格を記して御礼を申し上げたいと存じます。

「探検家」の役を果たして下さったのは行事幹事の水木さんです。特別シンポジウム「小型光源の出番

は ?J では， í明日のリソグラフィは放射光なしでやってみせる」と自信満々の講師もお招きし，野心的

な企画をして下さいました。 í戦士J は，これはどなたも賛成していただけると思うのですが，渉外幹事

の柿崎さんです。学術会議の委員候補者の推薦団体になるためには，学会として 5年間以上の実績が必要

ですが， ご尽力でそれを達成して下さいました。大嶋編集委員長はお酒を愛し，学問を愛しという「芸術

家j タイプで，会誌の充実に情熱をそそがれ，会誌「放射光J はすばらしいという評判を獲得されまし

た。庶務幹事の大隅さんと会計幹事の平井さんは，私は自信をもって「判事J であったと言い切れます。

大隅さんは国際会議などの主催，共催の内規を作り，また若手会員，学生会員を優待するため定款の変更

をして下さり，平井さんは会計が赤字になることを心配され，委員会旅費の支給についてきめ細かいご配

慮をして下さいました。ご両人の心は正に「愛J でした。真善美とよくいわれますが，お二人のお働きか

ら愛は欠かせないことを学ばせていただきました。

でも，本学会の特殊性を考えますと，学会経営は真善美愛などとロマンチックなことは言っておれませ

ん。他の学会とは異なり，将来計画を立て放射光源を実現していかねばなりません。それには，まず会員

数で本学会の重要性を示し，放射光科学の出現の意義，存在感、を世の中に訴えていくことが大切です。大

勢の人が放射光というミコシをかつぎ学会活動が大きく展開していく必要があります。

そのためには活動資金が必要となりますが，現在の学会財政は貧弱で会誌を出版していくことで精一杯
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という状況です。会誌の出版費は会費収入と広告料とで賄えず，企業からの賛助会費でおぎなっています。

財政基盤を確立するにはまず，会員を増やすことが最も効果的です。現在，放射光に関係のある方は，

ユーザー，加速器研究者を関わず，全部入会していただきたいと存じます。

10年ほど前のことですが，ある半導体企業の技術担当の重役が「電気通信やコンビューターで生きてい

る企業なのに社員の技術研究者は電子通信学会に入ってないのが多いのはどうしたことかJ となげかれて

いました。その後， この会社では電子通信学会に入会していないのは恥といった雰囲気に変わったそうで

す。本学会の場合は，会費は会誌の購入代金ではなく，放射光利用のより良い環境作りを目指す将来計画

を推進するための寄付という大きな「善」を考えていただけないでしょうか。基礎研究ただ乗り論のよう

に， r放射光利用も…j と私は言いたいのですが，お叱りを受けるでしょうか。

健全財政へのもう一つの方策は，現在，研究会や講習会を独立採算で開催していますが，これは学会の

重要な事業として，ベニスの商人シャイロックのようにガメつく稼ぐことです。研究会，講習会の参加者

に安い参加費で奉仕するのは大切なことですが，これは「小さな親切J ，大きく稼いでそれを資金に大活

動をし，放射光科学の育成に寄与する大きな「愛」を考えた方が良いと思うからです。実際，研究会など

の参加費で健全財政をきずさ，活発な活動をつづ、けている応用物理学会結晶工学分科会の例もあります。

会長に就任の折り私は「三代目は学会をつぶさないようにする役目J と挨拶しました。三代田でお家を

つぶしたので有名なのが，怒りをおさえきれなかった浅野内匠頭です。お家は断絶しましたが，その名は

末代になったのですから「つぶすJ もまた可なりで，より大きな f美j を獲得できたのではないでしょう

か。その意味では三代目は，大きな借金を作り会員の皆様だけでなく，放射光科学に関連する大勢の方々

に危機感をもっていただき，防衛に協力一致してあたるという和合の「美J を築くのもよかったではない

かと反省しております。次期執行部は会員増にご尽力下さるそうですが，採算を無視した大いなる「探

検J もお願いしたいと存じます。破産しでも初代とこ代目の会長は必ず財政立て直しに乗り出していただ

けること請け合いですから，心配はいりません。

学会への入会にしても，講習会の運営にしても，あるいは，将来計画の「まとめ」や推進にあたって

も，各人それぞれ理屈があることでしょうが，願わくばより大きくて，より深い真善美愛を追究すること

でありたいと思う次第です。放射光学会は真善美愛のベンチャー精神で，ますます発展しますよう念願し

ております。

最後になりましたが，平成元年度会長，佐々木泰三先生にはいろいろご指導をいただき，アイオニクス

の西野さん，大森さんは献身的に尽くして下さいました。心から厚く御礼申し上げます。
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編集幹事この 一 年

筑波大学物理工学系大嶋建一

高エ研の宮原さんの後任として編集幹事を引き

受けまして 1 年間過ぎました。

2 ヶ月ごとの幹事会， 3 ヶ月ごとの編集委員

会，さらには評議員会への出席で，会議が多かっ

た感じです。これらを通じて学会の発展には何が

必要かを考えることが時々ありました。その中で

会誌は年会と同様に学会の大きな柱になっている

ことを認識しました。

皆様に年 4 固定期的に会誌が届くまでにはいろ

いろと手聞がかかります。編集委員会ではまず委

員から推薦のありましたテーマおよび執筆者を検

討します。そして，依頼することになりました

ら，掲載予定号を決め委員および事務局から原稿

依頼をしています。時が過ぎ締切予定日が近づき

ますと，事務局から執筆者に対して提出期日の確

認がなされます。しかし，期日を過ぎても原稿が

事務局へ届かない場合には困っています。執筆者

が研究 ・ 教育に多忙なことは十分判っていますの

で，なるべく次号に廻すことにしています。でも

この様なケースが増えますと会誌の定期的発行が

崩れてしまいます。とにかく記事が集まります

と，活字が組まれ事務局および著者の校正，さら

にレイアウトの検討と続き最後に印刷され，発送

となります。これからも会員の方へ原稿の執筆者

依頼があると思いますので，提出期日を守って下

さる様お願いします。

さて，平成 2年度では会誌の編集に関していろ

いろな試みを行いました。 その 1 として誌面の 2

色刷です。商業誌(例えばパリティ)や大規模な

会誌(例えば日本物理学会誌)にはとても及びま

せんが，記事にポイントをつけたために見やすさ

を増したことと思います。その 2 としては記事の

最後にキーワードを加えたことです。本学会は非

常に幅の広い分野の方が会員ですので，技術的用

語がお互いに理解しあえないことがあります。そ

のため，重要な言葉を 2---3 取り上げ，説明して

いただいています。将来，これらをまとめて放射

光用語集でもできればと望んでいます。第 3 とし

ては実験室， 研究会報告等の記事に対して委員が

随時執筆を依頼していることです。このために，

よりホットな話題を早く掲載することが可能にな

りました。さらには， Vol. 3, No. 3 では大型放

射光実験施設建設に関する特別委員会報告書が，

またVo1. 4, No. 1 では学会設立特別座談会の 6

回目として第一線で活躍中の女性の研究者に集ま

っていただき，研究者に占める女性の割合が極端

に低い現状をいかに改善するかについて議論しま

した記事が掲載されています。そう考えますと女

性の編集委員がいませんでしたので ICU の高倉さ

んに今年始めから加わっていただきました。

まだ発足して丸 3年しか経過していない本学会

の会誌の性格はまだ定まっていませんが，時代に

合った新鮮な内容の記事を早くとり上げていくこ

とが重要な点だと思っています。この一年間無事

会誌を発行出来ましたのは記事を哲いて下さった

方々，熱心に内容を議論して下さった編集委員の

方々さらには事務局の西野さんの並々ならぬお力

添えによるものです。どうもありがとうございま

し fこ。
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渉外幹事 この 一 年

東京大学物性研知庁柿崎明人

日本放射光学会が生まれてすでに三年が過ぎ

た。光源加速器を含む放射光科学 ・ 技術に携わる

人々のコミュニティとしてこの学会は誕生した。

渉外担当の仕事は，学会が単なるユーザーコミュ

ニティではなく，放射光といういわば一つの道具

を中心に集った多様な研究者，技術者集団の問の

学術的情報交換を円滑に行えるようにすること ，

国内外の分野を同じくする学協会との連携を強め

ること，専門分野外の団体と接触する窓口となる

ことなどなどである。この一年間，第三期幹事と

しての私のやるべきことは前任者の敷いてくれた

レールの上を走ることと，いくつかの新しいレー

ルを敷くことであった。いま振り返ってみると反

省しなければならないことの多いのに気が付く。

確かに幸先はよかった。 4月の年会でI Synchroｭ

tron Radiation News (SRN) の Editorである

Susan Lora嬢に会い，本学会のいろいろなニュ

ースを SRN に提供すると同時にI SRNを学会の

会員全員に無料で送ってもらえることになったの

である。彼女は，思わずカシオの電子時計をプレ

ゼントしてしまった(私ではない)程の美人であ

る。しかし， その後何ヶ月かして，多くの会員の

方々から SRNが送られてこないという苦情をいた

だいた。 Business is businessでやらなければい

けなかったのだ。再度，全会員に送付してくれるよ

うに約束はしていただいているのだが， もし送ら

れていない会員の方がいたらお知らせいただきたい。

二番目は，学会を日本学術会議の学術研究団体

として登録することであった。これはすでに佐々

木会長の時代から考えられていたことで，発足し

て三年に満たない学会が登録されるかどうか心配

ではあった。 しかし，千川会長，佐々木先生， そ

れに前幹事の藤井先生らのご助力のおかげで首尾

よく登録された。本学会は日本学術会議第 4部会

物理学研究連絡委員会に属することになった。と

ころで，登録されると.学術会議に学会から会員

を推薦することができるのであるが，準備不足と

締切りまでに時間が短かかったために，今期に限

って変則的なこ とになってしま った。他学協会同様

に会員候補者の選考規定を作るなどしていかなけ

ればいけない杭これは来期で行うべき宿題である。

渉外の仕事の一つに学術的会合の後援，協賛を

受けたり，依頼したりする仕事がある。これまで

にも数多くの会議， シンポジウム，セミナー，な

どへの後援，協賛依頼があり，その者1)度，渉外委

員会内規に照らして諾否を決定していた。放射光

の関与する分野は多岐にわたり，後援，協賛など

の依頼件数も年毎に増えている。このこと自身は

学会がその存在の有用性を認められていることの

証拠なのだが，一方では学会設立時には考えてい

なかった様々なケ ー スも生まれてきている。実

際，渉外委員会の内規では適応できない場合もあ

った。 学会がしだいに年を重ねていく中で， 当初

考えていたことの見なおしと整備をしていかなけ

ればいけないだろ うと思う。

私にとってこの一年，渉外幹事として，いろい

ろ勉強させらるところが多かった。とくに，学会

が一人立ちしていくさ中にいろいろなことがやれ

たのは良かったと思っている。 ご協力いただいた

会員の皆様にお礼を申し上げます。
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庶務幹事この一年

高エネルギー物理学研究所大隅一政

学会創立からの 2 年間で，歴代の会長をはじめ

とする経験豊かな執行部 ・ 評議員各位のご尽力並

びに会員各位の積極的な参加，事務局の西野さん

大森さんの献身的な協力によって， 学会の定常的

な活動についてはほぼ軌道に乗ったように感じて

おりました。 創立 3年目にあたる平成 2年度には

新たに会長に干川先生が選出され，庶務幹事に私

が指名されまして，私も微力ながらこの一年間会

の活動に係わってまいりました。私が庶務幹事を

お引き受けしたのは， 本会も順調に運営され，且

つ新会長は高エ研 ・ 放射光実験施設長という激務

にあって， とても学会の活動に力を尽くす余力は

無いものと半ば安心で・きる状況であると判断でき

たからであります。ところが， 先生は昨年度の総

会でも言っておられましたが，常々「三代目

は ・・ ・ J と口にされてはいますが， 実際には放

射光実験施設長の三代目としてその発展に大いに

力を発揮されておりました。こ こでしっかり気付

いておかなければならなかったのでありますが，

会長は“無い筈の力"を更に 3年目を迎えた本会

に投入しようとしていたのであります。このこと

は千川会長が 3代自の会長として 5 月初旬に高エ

研 ・ 放射光施設長室で聞かれた平成 2年度第 1 団

幹事会で抱負を述べられるまで知る由もありませ

んでした。初めからアルコールを手にしながらの

幹事会で会長が述べたことは，先ず 1) 前年度から

の引継ぎとして会員増，特に若手 ・ 学生の会員を

増やすこと. 2) 加速器関係の会員に彼等自身の研

究の向上に繋がる活動の場を造ること。 3) 日本放

射光学会は放射光科学として唯一の学会であるか

ら国際的な交流を推進すること. 4) これまで以上

に周辺の放射光利用者に積極的にアプローチして

彼等にとって魅力的な会とすること等でありまし

た。そしてこれらについて具体的な提案がありま

したが，それらの中で実現していないものは， 即

ち皆様方の御存知ないことと言えば，例えばSRト

9 1 に前後してLURE (仏)との共催で「陽電子利

用による放射光の安定性についてのシンポジュウ

ム」開催， あるいは 1992年夏に開催の「第 4回生

物物理と放射光国際会議 (BSR92) と関連して学

会誌に特集を組むといったことでした。皆様も御

存知の本年 l 月末に初めての本会主催として行わ

れた 2件の特別シンポジュウムも上に述べた目標

の実現として開催されたものであります。このシ

ンポジュウムはソ連 ・ 米国等から多くの研究者が

参加して盛会の裡に開催されました。また， 国際

的な繋がりという点では第 7 回XAFS国際会議の

本会に対する主催依頼を契機として， 本会主催の

国際会議の開催に関するガ.イドライン作りが幹事

会 ・ 評議員会で行われま した。これは他の共催 ・

後援 ・ 協賛の扱いと共に次期執行部で規約として

纏められることになるでしょう。

この様に本会独自の活動の可能性を拡げるため

のルール作りと共に.本会も 3年目を迎えて外部

との関係も徐々に緊密なものとなってきており，

学術会議を初めとして周辺諸国体に対する対応の

ためのルール作りが必要な時期になってきており

ます。本会は創立 3年目ではありますが， 会員の

年齢が 3才というわけではなく経験豊かな方ばか

りですので， 早い機会にこれらに対するルールが
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整備されることと恩われます。このように本会が

高い水準で定常状態に達するには未だ々やらねば

ならないことが山積しております。…etc. etc' " と

言うことで，私が当初楽観していたことは全くの

誤りであったことに気が付いたのは丁度 l 年前と

いうことになります。とは言っても「庶務の役目

は全てが順調に推移していれば特に大変な仕事で

はない筈」と勝手に思っていたことは間違いでは

なかっ たようです。会長はじめ幹事の皆さん有難

とうございました，そしてお疲れ様でした。次期

の方々よろしくお願い致します。

会計幹 事 この 一 年

(榊日立製作所韮礎研究所平井康晴

いつも桜の花を見る度に， 1 年前の風最をあれ

これと辿り，光陰矢の如しと思う訳ですが，会計

幹事を終えた今，楽しく仕事が出来たことを感謝

しますと同時に，お金も矢の如し，羽が生えてい

たとつくづく思います。

千川前会長に，学会の会計業務の基盤を作られ

た菅滋正さん(阪大)の後任を仰せっかった時，

考えた事は次の二点でした。

(1)前年度と同様，年度末決算には黒字(収支

差益)を出す。

(2) 収入が増す仕掛けを作り，剰余金を増や

す。

言ってみればあたり前の事ですが， しかし若輩

者の私にとって， 言うは易く行なうはなかなか難

しでした。結果を先に述べますと， (1)はなんと

かクリアしたけれども (~100万円). (2) は今

後の課題と言う訳であります。これだけでは具体

的内容を理解して頂けないと思いますので， 学会

の懐具合を示し，課題の中身を述べたいと思いま

す。

'90年度の予算は，約 1 ，300万円，決算は約1 ，400

万円でした。明細は本誌 「会告」 に掲載されてい

ますが，決算上の主な収入科目は次の四つです(カ

ッ コ内は予算)。金額は四捨五入してあります。

(1)正会員会費 : 440 (460) 万円， (2) 賛助会

員会費 : 400 (370) 万円， (3) 学会誌広告料:

410 (4 1 0) 万円， (4) 学会誌販売収入 : 120 (30) 

万円，

また主な支出科目は次の四つです(カ ッ コ内は予

算)。

(5) 学会誌出版費: 650 (760) 万円 ， (6) 事務

経費: 260 (240) 万円: (7) 会議費 : 240 (120) 

万円， (8) 通信費: 100 (1 20) 万円。

収入は， (1 )一 (3) の三本柱で成り立ってい

ます。さて， (4) 学会誌販売収入が予算を大幅に

上回りました。増加分は，千川前会長の発案で，

将来計画特別委員会が繍めた大型放射光施設利用

計画に関する報告告を有料頒布 して得た収入で

す。また， (1)正会員会費は会費未回収分が有る

ため予算を割りました (予算作成時に予測した会
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員数は 770名.年度末実数764名です。会員増の

ための施策は千川前会長を中心に練られて来てい

ます)。

つぎにt 支出は， (5) 学会誌出版貨が全支出額

の半分以上を占めました。ただし印刷費の圧縮

等で支出は抑えました(個人会員年会費は会誌一

年分の費用を下回る)。一方， (7) 会議費が予算

の二倍に達しました。上半期で一年分の予算を越

え，決算で赤字必至と考えられたため，旅費の半

額支給や，有料会議室の利用を控える事などを提

案せざるを得ず委員の方々に御迷惑をおかけしま

した。 (4) の収入増加は会議資パンクの対策でし

た。

さて，今後の課題と考えられる事項を記してこ

の小文を終えたいと思います。それは，

(1)イベント(国際・圏内会議，講演会.研究

会)開催等に備えた初動資金を蓄積する(-

500万円は必要)。そのために，学会誌広告

料，委員会報告曾有料頒布等による収入を増

やすと共に，新しい収入源の柱を開拓する。

(2) 支出を抑える。例えば， 2年に 1 回無料配布

の会員名簿を 3-5年毎とし，それ以外の年

の発行希望に対しては有料配布とする。

最後に，学会事務局の方々の御協力に感謝した

いと思います。

行事幹事 この 一年

日本電気(組礎研究所水木純一郎

初代幹事の下村さんから気軽に受け継いであっ

と言う聞に一年が過ぎてしまった。最後の幹事会

が 3 月に行われ，その時に一年を振り返って何で

も言いたいことをということでこの欄が設けられ

た次第である。感じたことを思うままに(遠慮せ

ずに)だらだらと書き並べるのでお許し願いた

L 、。

1 .何を計画するにもお金が無い。

今年 4才になる生れたばかりの若い学会である

ので仕方が無いかもしれないが，催し物を計画す

るときに非常に悩む点である。毎年，年会， シン

ポジウム，講習会等を主催しているが，ほとんど

お金は余らない。去年のシンポジウムのように少

し企画を大きくすると資金に関して終わるまで冷

や冷やしなければならない。しかも，いつも閉じ

企業からの寄付に頼っている次第である。これで

はやがてそっぽを向かれかねない。積極的に資金

を増やすことを考えるべきである。今年度幹事で

ある東大 石川氏はこの点に関して考えておられ

るようなので会員の方々の御協力をお願いした

し、。

n. 学会員を平等に。

これまで学会主催の催し物への参加賀は.大

学，官公庁に勤める会員と民間企業に勤める会員
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とで大きな隔たりがあ り， しかも後者会員の参加

費は前者に勤める非会員のそれよりも高かった。

私自身，民間企業に勤めているので言いにくいの

ではあるが，やはりこれはおかしい。1.で述べた

事情があるので心情的には解るが，ここはやは

り，学会主催の場合は，会員の参加賀は同じにす

べきだと思う。去年のシンポヅウムではこの差を

付けなかったのであるが，今後とも続けてもらい

fこい。

m . 年間を通じてコンスタントな催し物を計画し

たい。

シンポジウム， 講習会は年度後半に集中してし

まう。理由は簡単で， 4 月に行事幹事，委員が新

しくなり， それから計画が立て られるからであ

る。初めから各々の任期を二年と決め，一年ごと

に半分の委員が変わる等色々な解決策が考えられ

るので早急に実行してみてはと考える。

IV. 他の学会が主催する催し物，特に年会との差

別化をどの様にするか?

毎年，年会での発表者が少なく，締切後再度募

集をして(電話等で頼む)数を集めている次第で

ある。放射光学会のみに入会している会員は少な

く，ほとんどの会員はサプ学会として本学会を位

置付けているかも知れない。 しかし，世界に例を

見ない特殊な掌会であることは間違いないので，

放射光学会ならではの発表内容，発表形式を考え

て行くべきかもしれない。 PF シンポジウムとの関

係もあり，今後どうして行くべきか多くの会員の

意見を聞いて実行していかなければならないと思

つ。

あっと い う聞に一年が過ぎ，気が付いたら一つ

のシンポジウムしか実行することができなか っ

た。去年総会の席で公言したことが実行できず，

公約違反である。政治家ならまだしも，一学会員

として申し訳なく思う。御容赦願いたい。

なお， この紙面をお借りして去年一年間実行委

員として働いて頂いた方々をご紹介し，彼等に感

謝申し上げたい。

磯山悟朗(分子研)，和泉義信(山形大)，伊藤健

二(高エネ研) ， 小宮聡(富士通) ，高橋隆(東北

大)，田村剛三郎(広島大)，前沢秀樹(高エネ研)，

前山智(KTT)，八木健彦(物性研)(敬称略)
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